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は
じ
め
に

中
国
北
宋
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
太
平
広
記
』
の
巻
四
百
三
十
四
﹁
畜
獣
一
﹂

﹁
牛
﹂
に
は
、
晋
の
『
湘
中
記
』
か
ら
引
用
し
た
﹁
金
牛
﹂
の
話
と
唐
の
『
酉
陽

雑
爼
』
か
ら
引
用
し
た
﹁
銀
牛
﹂
の
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
話
は
多
少

の
異
同
が
あ
る
が
、
相
共
通
す
る
、
非
常
に
興
味
深
い
モ
チ
ー
フ
を
も
つ
。
す
な

わ
ち
﹁
人
が
牛
と
と
も
に
山
に
入
っ
て
姿
を
消
す
﹂、
そ
し
て
﹁
牛
の
糞
が
金
や

銀
な
ど
の
財
宝
に
化
す
﹂
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
﹁
金
牛
﹂
と
﹁
銀
牛
﹂
の

話
は
牛
が
﹁
金
牛
﹂
か
﹁
銀
牛
﹂
か
の
違
い
は
あ
る
が
、
一
類
の
モ
チ
ー
フ
を
備

え
る
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
前
述
の
二
つ
の
モ
チ
ー
フ
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
チ
ー

フ
の
源
泉
と
思
わ
れ
る
話
を
辿
り
、
当
時
の
文
学
風
潮
や
人
々
の
牛
に
対
す
る
イ

メ
ー
ジ
と
結
び
つ
け
な
が
ら
、
こ
の
﹁
金
牛
﹂﹁
銀
牛
﹂
の
話
が
成
立
す
る
ま
で

の
道
の
り
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一
、「
金
牛
」・「
銀
牛
」
の
話

ま
ず
、﹁
金
牛
﹂︵『
太
平
広
記
』
巻
四
百
三
十
四
﹁
牛
﹂
所
収
︶
と
題
す
る
話

を
み
て
み
よ
う
。

長
沙
西
南
有
金
牛
岡
。
漢
武
帝
時
、
有
一
田
父
牽
赤
牛
。
告
漁
人
曰
、
寄
渡

江
。
漁
人
云
、
船
小
、
豈
勝
得
牛
。
田
父
曰
、
但
相
容
、
不
重
君
船
。
于
是

人
牛
倶
上
。
及
半
江
、
牛
糞
於
船
。
田
父
曰
、
以
此
相
贈
。
既
渡
、
漁
人
怒

其
汚
船
。
以
橈
撥
糞
棄
水
。
欲
尽
、
方
覚
是
金
。
訝
其
神
異
、
乃
躡
之
。
但

見
人
牛
入
嶺
。
随
而
掘
之
、
莫
能
及
也
。
今
掘
処
猶
存
。︵
長
沙
の
西
南
に

金
牛
岡
有
り
。
漢
の
武
帝
の
時
、
一
の
田
父
の
赤
牛
を
牽
く
有
り
。
漁
人
に

告
げ
て
曰
く
、﹁
寄
り
て
江
を
渡
ら
ん
﹂
と
。
漁
人
云
く
、﹁
船
小
さ
け
れ
ば
、

豈
に
牛
に
勝た

へ
得
ん
や
﹂
と
。
田
父
曰
く
、﹁
但
だ
相
ひ
容い

る
れ
ば
、
君
の

船
を
重
く
せ
ず
﹂
と
。
是
に
于
い
て
人
牛
倶
に
上
る
。
江
を
半
ば
す
る
に
及

び
て
、
牛　

船
に
糞
す
。
田
父
曰
く
、﹁
此
を
以
て
相
ひ
贈
る
﹂
と
。
既
に

早
稲
田
大
学
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渡
り
、
漁
人
其
の
船
を
汚
す
を
怒
る
。
橈
を
以
て
糞
を
撥は
じ

き
水
に
棄
つ
。
尽

き
ん
と
欲
す
る
と
き
、
方は
じ

め
て
是
れ
金
な
り
と
覚
る
。
其
の
神
異
を
訝い
ぶ
か
り
、

乃
ち
之
を
躡お

ふ
。
但
だ
人
牛
の
嶺
に
入
る
を
見
る
。
随
ひ
て
之
を
掘
る
に
、

能
く
及
ぶ
莫
き
な
り
。
今
掘
る
処
猶
ほ
存
す

1

。︶

こ
の
話
の
内
容
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

長
沙
の
西
南
部
に
金
牛
岡
と
い
う
所
が
あ
っ
た
。
漢
の
武
帝
の
世
に
、
一
人
の

田
父
が
赤
い
牛
を
引
い
て
漁
師
に
船
に
乗
せ
て
く
れ
と
頼
ん
だ
。
漁
師
は
船
が
狭

い
の
で
牛
は
乗
せ
ら
れ
な
い
と
言
っ
た
が
、
田
父
が
乗
せ
て
く
れ
さ
え
す
れ
ば
船

を
重
く
し
な
い
と
答
え
た
。
人
と
牛
が
船
に
乗
っ
た
が
、
流
れ
の
半
ば
に
到
る
と
、

牛
が
糞
を
し
て
し
ま
い
、
田
父
が
そ
れ
を
礼
と
し
て
贈
る
と
言
っ
た
。
対
岸
に
着

く
と
、
漁
師
が
船
の
汚
さ
れ
た
こ
と
に
腹
を
立
て
櫂
で
糞
を
水
中
に
払
い
落
と
し

た
。
終
わ
ろ
う
と
し
た
時
に
糞
が
黄
金
で
あ
る
こ
と
に
は
じ
め
て
気
付
い
た
。
そ

の
神
異
を
不
思
議
が
り
、
あ
わ
て
て
そ
の
行
方
を
目
で
追
う
と
、
田
父
と
牛
が
す

で
に
山
に
入
り
見
え
な
く
な
っ
た
。
跡
を
追
い
か
け
て
そ
の
場
所
を
掘
っ
て
み
た

が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
掘
っ
た
場
所
が
今
ま
だ
残
っ
て
い
る
。

本
文
の
﹁
嶺
に
入
る
﹂
と
い
う
の
は
、
田
父
と
牛
が
嶺
の
中
に
姿
を
消
す
こ
と

を
意
味
し
、﹁
隨
ひ
て
之
を
掘
る
﹂
は
、
そ
れ
を
目
に
し
た
漁
師
が
、
更
に
金
や

財
宝
を
得
よ
う
と
そ
の
場
所
を
掘
り
尽
く
し
た
こ
と
を
い
う
。
そ
の
欲
得
ず
く
の

行
動
は
、
な
お
残
存
す
る
掘
り
返
し
た
跡
に
象
徴
さ
れ
る
。

な
お
、
本
話
は
『
太
平
広
記
』
の
ほ
か
に
、『
方
輿
勝
覽
』︵
宋
の
祝
穆
の
撰
︶

卷
二
十
三
﹁
江
水
二
﹂
に
も
収
録
さ
れ
る
。『
方
輿
勝
覽
』
所
引
の
も
の
は
簡
略

に
記
さ
れ
、
内
容
的
な
相
違
も
あ
る
の
で
以
下
に
引
用
し
て
お
く
。

湘
中
記
載
、
赤
牛
渡
江
、
糞
金
於
沙
中
。
舟
人
跡
逐
、
至
山
不
見
。
乃
掘
地

求
之
。
掘
処
尚
存
、
謂
之
金
牛
崗
。︵『
湘
中
記
』
に
載
る
、﹁
赤
牛　

江
を

渡
る
に
、
金
を
沙
の
中
に
糞
す
。
舟
人
跡
逐
し
、
山
に
至
り
て
見
ず
。
乃
ち

地
を
掘
り
之
を
求
む
。
掘
る
処
尚
ほ
存
す
。
之
を
金
牛
崗
と
謂
ふ
﹂
と
。︶

『
太
平
広
記
』
所
引
の
も
の
と
比
較
す
る
と
、
田
父
が
登
場
し
て
い
な
い
こ
と
、

赤
牛
が
金
糞
を
し
た
の
は
船
の
中
で
は
な
く
、
砂
の
中
で
あ
っ
た
な
ど
の
差
異
が

あ
る
。
誤
写
あ
る
い
は
改
変
な
ど
の
可
能
性
を
含
め
て
、
一
つ
の
異
伝
と
し
て
の

意
味
を
も
つ
。

さ
て
、﹁
銀
牛
﹂
と
題
す
る
話
を
見
て
み
よ
う
。
同
じ
く
『
太
平
広
記
』
巻

四
百
三
十
四
﹁
畜
獣
一
﹂﹁
牛
﹂
に
唐
の
段
成
式
の
『
酉
陽
雑
爼
』
を
引
い
て
い
う
。

太
原
県
北
有
銀
牛
山
。
漢
建
武
二
十
四
年
、
有
一
人
騎
白
牛
蹊
人
田
。
父
訶

詰
之
。
乃
曰
、
吾
北
海
使
。
將
看
天
子
登
封
。
遂
乗
牛
上
山
。
田
父
尋
至
山

上
。
惟
見
牛
跡
。
遺
糞
皆
銀
也
。
明
年
世
祖
封
禅
焉
。︵
太
原
県
の
北
に
銀

牛
山
有
り
。
漢
の
建
武
二
十
四
年
、
一
人
有
り
て
、
白
牛
に
騎
り
人
の
田
を

蹊わ
た

る
。
父　

之
れ
を
訶か

詰き
つ

す
。
乃
ち
曰
く
、﹁
吾　

北
海
の
使
な
り
。
將
に

天
子
の
登
封
を
看
ん
と
す
﹂
と
。
遂
に
牛
に
乗
り
山
に
上の
ぼ

る
。
田
父
尋
い
で

山
上
に
至
れ
ば
、
唯
だ
牛
の
跡
を
見
る
の
み
。
遺
る
糞　

皆
銀
な
り
。
明
年　

世
祖　

封
禅
す

2

。
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話
の
筋
を
簡
略
に
記
す
と
、
太
原
県
の
北
に
銀
牛
山
と
い
う
山
が
あ
る
。
漢
の

建
武
二
十
四
年
に
あ
る
人
が
白
牛
に
乗
っ
て
人
の
耕
作
地
を
踏
み
荒
ら
し
た
。
農

夫
が
そ
れ
を
叱
っ
て
問
い
た
だ
す
と
、﹁
わ
し
は
北
海
の
使
者
だ
。
天
子
の
登
封

を
見
に
ゆ
く
の
だ
﹂
と
言
っ
て
、
牛
に
乗
っ
た
ま
ま
山
に
登
っ
て
い
っ
た
。
農
夫

が
あ
と
を
た
ず
ね
て
山
の
上
に
着
く
と
、
牛
の
足
跡
だ
け
が
あ
っ
た
。
そ
の
牛
の

残
し
た
糞
は
全
部
銀
で
あ
っ
た
。
翌
年
、
世
祖
︵
後
漢
の
光
武
帝
劉
秀
︶
が
封
禅

を
し
た

3

。

﹁
金
牛
﹂
と
﹁
銀
牛
﹂
の
話
を
表
に
ま
と
め
て
比
べ
て
み
る
と
、

金　牛

①
一
人
の
田
父
が
赤
い
牛
を
引
い
て
江
を
渡
ろ
う
と
漁
師
の
船
に
乗
っ
た
。
そ
の

牛
が
船
の
中
で
糞
を
し
た
。

②
漁
師
が
牛
の
糞
を
船
の
中
か
ら
払
い
落
し
、
糞
が
金
に
化
し
た
こ
と
に
気
づ
く
。

漁
師
が
田
父
と
牛
に
従
っ
て
山
に
至
る
。

③
田
父
と
牛
が
山
の
奥
に
姿
を
消
し
た
。
漁
師
が
更
に
財
宝
を
得
よ
う
と
そ
の
場

所
を
掘
っ
た
が
、
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
掘
っ
た
跡
が
今
ま
だ
残
っ
て

い
る
。

銀　牛

①
あ
る
人
が
白
牛
に
乗
っ
て
人
の
耕
作
地
を
踏
み
荒
ら
し
た
。

②
農
夫
が
そ
れ
を
叱
る
と
、
自
分
は
北
海
の
神
の
使
者
で
あ
り
、
天
子
の
登
封
を

見
に
ゆ
く
と
言
っ
た
。

③
人
が
白
牛
に
乗
っ
た
ま
ま
山
に
登
っ
て
い
き
姿
を
消
し
た
。
農
夫
が
あ
と
を
た

ず
ね
て
山
に
至
る
と
、
牛
の
足
跡
だ
け
が
残
っ
て
い
た
。
そ
の
白
牛
の
糞
は
全

部
銀
で
あ
っ
た
。

﹁
金
牛
﹂
に
は
田
夫
が
出
て
く
る
の
に
対
し
て
、﹁
銀
牛
﹂
の
話
に
は
神
使
が
登

場
し
て
く
る
、
船
に
乗
る
シ
ー
ン
が
畑
を
踏
み
荒
ら
す
シ
ー
ン
に
な
る
。﹁
金
牛
﹂

の
話
が
東
晋
の
地
理
書

4

で
あ
る
『
湘
中
記
』
に
記
さ
れ
、﹁
銀
牛
﹂
の
話
が
怪
事

異
聞
を
百
科
全
書
的
に
記
し
た
『
酉
陽
雑
爼
』
に
出
て
く
る
と
い
っ
た
相
違
が
あ

る
が
、
し
か
し
、
田
父
に
し
て
も
神
使
に
し
て
も
牛
と
と
も
に
山
の
中
に
姿
を
消

し
た
こ
と
や
、
牛
の
糞
が
金
や
銀
に
化
し
た
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
﹁
金
牛
﹂
と
﹁
銀
牛
﹂
の
二
話
が
類
型
的
な
話
形
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

牛
は
最
も
早
く
家
畜
化
さ
れ
た
動
物
の
一
つ
と
し
て
、
人
間
と
共
に
長
い
歴
史

を
歩
ん
で
き
た
。
特
に
農
耕
の
面
に
お
い
て
重
要
な
動
力
と
し
て
使
用
さ
れ
て
、

人
間
に
と
っ
て
は
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、﹁
金
牛
﹂
に
現
れ
る
田
父

が
牛
を
引
い
て
山
の
中
で
姿
を
消
し
た
の
は
先
行
す
る
話
と
何
ら
か
の
関
連
を
も

つ
で
あ
ろ
う
か
。
更
に
牛
が
金
や
銀
の
糞
を
す
る
と
い
う
不
思
議
な
出
来
事
は
ど

の
よ
う
に
発
想
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、﹁
人
が
牛
と
と
も
に
山
に
入
っ
て
姿
を
消
す
﹂
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
つ

い
て
考
察
し
よ
う
。

二
、
老
子
が
牛
に
乗
る
伝
承

田
父
や
神
の
使
者
が
牛
と
と
も
に
山
の
中
で
姿
を
消
し
て
し
ま
う
と
い
う
話
か

ら
想
起
さ
れ
る
の
は
、
古
く
老
子
が
青
牛
と
と
も
に
関
を
出
る
話
で
あ
る
。
管
見

の
限
り
で
は
、
こ
の
老
子
の
も
の
が
最
も
古
い
も
の
で
、
人
が
牛
と
と
も
に
姿
を

消
す
中
国
の
伝
承
の
中
に
お
い
て
源
泉
的
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

老
子
は
春
秋
戦
国
時
代
に
生
き
た
道
教
の
創
始
者
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。

『
史
記
』
に
よ
る
と
、
老
子
は
楚
国
苦
県
曲
仁
里
︵
今
の
河
南
省
東
部
の
鹿
邑
県
︶

に
生
ま
れ
て
、
姓
は
李
、
名
は
耳
、
字
は
耼
で
あ
る
。
東
周
に
仕
え
て
守
蔵
室
の

史
を
つ
と
め
て
い
た
。
そ
の
結
末
に
関
し
て
は
、
長
生
き
で
あ
っ
た
と
か
、
青
い

牛
に
乗
っ
て
西
の
方
に
向
か
っ
た
と
か
、
仙
山
で
あ
る
崑
崙
山
に
登
っ
た
と
か
の
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神
秘
的
な
相
承
が
数
多
く
存
在
す
る
。

そ
れ
で
は
、『
史
記
』
か
ら
見
て
み
よ
う
。『
史
記
』
卷
六
十
三
﹁
老
子
韓
非
列

傳
﹂
第
三
に
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

居
周
久
之
、
見
周
之
衰
、
迺
遂
去
。
至
関
、︵
後
略
︶︵
周
に
居
る
こ
と
之
れ

を
久
し
う
し
、
周
の
衰
ふ
る
を
見
、
迺す
な
はち
遂
に
去
る
。
関
に
至
り
て

5

︶。

周
の
守
藏
室

6

︵
王
室
の
記
録
保
管
室
︶
の
史
官
で
あ
っ
た
老
子
は
、
周
王
室
の

衰
え
て
ゆ
く
の
を
目
に
し
て
、
遂
に
都
を
去
り
函
谷
関

7

に
至
っ
た
と
い
う
。

更
に
は
、
そ
の
際
『
列
仙
伝
』
巻
上
﹁
老
子
﹂
に
は

後　

周
徳
衰
、
乃
乗
青
牛
車
去
、
入
大
秦
、
過
西
関
。
関
令
尹
喜
待
而
迎
之
、

知
真
人
也
、
乃
強
使
著
書
作
道
徳
経
上
下
両
巻
︵
後
ち
に
周
の
徳
衰
へ
、
乃

ち
青
牛
の
車
に
乗
っ
て
去
り
、
大
秦
に
入
り
、
西
関
を
過
ぐ

8
。︶

と
あ
る
。
こ
の
﹁
大
秦
﹂
は
一
説
に
は
ロ
ー
マ
帝
国
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

周
王
朝
の
権
威
が
衰
え
た
の
で
、
老
子
が
青
牛
に
引
か
せ
た
車
に
乗
っ
て
周
を
去

り
、
大
秦
国
に
入
ろ
う
と
、
西
関
を
通
り
か
か
っ
た
。﹁
牛
車
﹂
に
乗
っ
て
西
の

ほ
う
に
出
た
こ
と
が
は
じ
め
て
書
か
れ
た
。

ま
た
、『
太
平
御
覧
』
巻
九
〇
〇
﹁
獣
部
一
二
﹂﹁
牛
下
﹂
に
は
『
関
中
記
』
よ

り
次
の
よ
う
に
引
用
す
る
。

周
元
年　

老
子
之
度
関
、
令
尹
喜
先
勅
門
吏
曰
、
若
有
老
公
従
東
来
乗
青
牛

薄
板
車
者
、
勿
聴
過
関
。
其
日
果
見
老
公
乗
青
牛
車
求
度
関
。︵
令
の
尹
喜

先
づ
門
吏
に
勅い
ま
し
め
て
曰
く
、﹁
若
し
老
公
の
東
よ
り
来
り
青
牛
の
薄
板
車
に

乗
る
者
有
ら
ば
、
関
を
過
ぐ
る
を
聴ゆ
る

す
勿
れ
﹂
と
。
其
の
日
果
た
し
て
老
公

の
青
牛
の
車
に
乗
り
関
を
渡
ら
ん
と
す
る
を
見
る

9

。︶

函
谷
関
の
令
で
あ
る
尹
喜
が
、
青
牛
の
車
に
乗
っ
て
関
を
渡
ろ
う
と
す
る
老
人

を
見
か
け
た
ら
止
め
る
よ
う
に
と
部
下
に
命
令
し
た
。
す
る
と
、
果
た
し
て
老
子

が
現
れ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。﹁
関
中
﹂
と
い
う
呼
び
名
は
戦
国
時
代
よ
り

は
じ
ま
り
、
広
義
で
は
函
谷
関
の
西
の
地
域
を
指
す
が
、
狭
義
で
は
、
現
在
陝
西

省
渭
川
流
域
の
み
を
指
す
。
老
人
が
青
牛
の
車
に
乗
っ
て
関
を
通
っ
た
話
が
、
少

な
く
て
も
陝
西
省
周
辺
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

『
神
仙
伝
』
巻
一
に
は
、

老
子
将
去
、
西
出
関
、
以
昇
崑
崙
。︵
老
子
将
に
去
り
て
、
西
の
か
た
関
を

出
で
、
以
て
崑
崙
に
昇
ら
ん
と
す

0

。︶

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
老
子
は
い
よ
い
よ
周
の
国
を
去
り
、
西
の
方
向
へ

関
を
出
て
崑
崙
の
山
に
登
ろ
う
と
し
た
。
崑
崙
山
は
中
国
古
代
に
西
方
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
た
伝
説
の
山
で
あ
り
、
地
上
と
天
上
世
界
を
結
ぶ
階
梯
で
あ
る
と

さ
れ
て
、
こ
の
山
を
登
り
き
る
と
天
帝
の
居
所
に
至
る
と
さ
れ
て
い
る
。

『
太
平
御
覧
』
巻
六
百
六
十
一
﹁
道
部
三
﹂
は
﹁
三
一
経
﹂
を
引
用
し
、
下
記
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の
よ
う
に
あ
る
。

及
老
子
渡
関
、
喜
誡
関
吏
曰
、
若
有
翁
乗
青
牛
薄
板
車
者
、
勿
聴
過
。︵
喜　

関
吏
を
誡
め
て
曰
く
、﹁
若
し
翁
の
青
牛
の
薄
板
車
に
乗
る
者
有
ら
ば
、
過

ぐ
る
を
聴ゆ
る

す
勿
れ
﹂
と

!

。︶

『
関
中
記
』
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
る
。

上
述
の
文
献
に
出
て
き
た
老
子
の
行
方
に
つ
い
て
、
文
献
の
成
立
時
代
順
に
ま

と
め
て
み
る
。

漢

漢

晋

晋

不
明

『
史
記
』

『
列
仙
伝
』

『
関
中
記
』

『
神
仙
伝
』

『
三
一
経
』

関
に
至
っ
た
と

記
さ
れ
、
牛
に

乗
る
記
載
が
な

い
。

青
牛
の
車
に

乗
っ
て
去
り
、

大
秦
に
入
ろ
う

と
し
、
西
関
を

通
っ
た
。

老
子
が
青
牛
の

車
に
乗
っ
て
関

を
通
っ
た
。

老
子
が
西
の
方

向
へ
関
を
出
て

崑
崙
の
山
に
登

ろ
う
と
し
た
。

青
牛
の
薄
板
車

に
乗
っ
て
、
関

を
寄
り
か
か
っ

た
。

『
史
記
』
に
は
西
の
方
へ
向
っ
て
関
を
出
た
こ
と
が
書
か
れ
た
が
、
牛
或
い
は

牛
車
に
乗
る
記
載
は
一
切
な
か
っ
た
。『
列
仙
伝
』
に
な
る
と
、
老
子
は
青
牛
の

車
に
乗
っ
て
関
を
後
に
し
た
と
い
う
内
容
が
は
じ
め
て
書
か
れ
た
。『
関
中
記
』

と
『
三
一
経
』
に
は
同
じ
く
﹁
青
牛
の
薄
板
車
に
乗
っ
て
関
を
出
づ
﹂
と
あ
り
、

『
神
仙
伝
』
に
は
、﹁
崑
崙
に
昇
ら
ん
と
す
﹂
と
あ
る
。
崑
崙
は
西
王
母
が
住
む
と

伝
え
ら
れ
た
西
域
の
仙
山
で
あ
り
、
老
子
を
神
仙
化
し
よ
う
と
す
る
作
者
の
意
図

が
窺
え
る
。

老
子
の
神
格
化
は
漢
の
時
代
か
ら
は
じ
ま
り
、
老
子
の
上
に
は
、
早
く
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
神
秘
的
な
伝
説
が
付
会
さ
れ
て
、
そ
こ
に
い
わ
ば
道
教
的
老
子
像
が
形

成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
黙
々
と
働
き
、
愚
鈍
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
牛
は
、

聖
人
老
子
の
乗
り
物
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
を
仙
人
世
界
に
導
く
霊
性
を
そ

な
え
た
存
在
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
老
子
の
時
代
に
は
す
で
に
牛
車
に
乗
っ
た
り
馬
に
乗
っ
た
り
し
て

遠
く
に
出
る
こ
と
が
普
通
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
な
ぜ
老
子
の
乗
り
物
に
馬
で
は

な
く
て
牛
が
選
ば
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
彭
永
捷
氏
は
論
文
﹁
龍
、
鳳
、
青
牛
と
老
子

@

﹂
の
中
で

こ
う
述
べ
て
い
る
。﹁
牛
は
性
質
が
温
和
か
つ
柔
順
服
從
の
動
物
で
あ
る
。
し
か

も
恥
を
忍
ん
で
重
責
を
担
い
、
堅
忍
不
抜
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。『
易
伝
』
に

は
、﹁
天
行
健
。
君
子
以
自
彊
不
息
。﹂︵
天
行
は
健
な
り
。
君
子
以
っ
て
自
ら
彊つ
と

め
て
息
ま
ず
︶、﹁
地
勢
坤
。
君
子
以
厚
徳
載
物
。﹂︵
地
勢
は
坤
な
り
。
君
子
以
っ

て
徳
を
厚
く
し
物
を
載
す
︶
と
い
う
。︵
中
略
︶
漢
の
時
代
の
人
は
馬
を
以
っ
て

﹁
天
行
健
、
君
子
以
自
彊
不
息
﹂
の
精
神
を
喩
え
、
牛
を
以
っ
て
﹁
地
勢
坤
、
君

子
以
厚
德
載
物
﹂
の
精
神
を
表
し
た
﹂
と
。

牛
を
も
っ
て
す
る
﹁
地
勢
坤
、
君
子
以
厚
德
載
物
﹂
の
精
神
は
老
子
の
清
静
無

為
の
主
張
に
相
応
し
い
。
老
子
が
青
牛
に
乗
っ
て
い
る
こ
と
は
東
方
の
文
明
地
域

よ
り
来
る
文
化
使
者
が
そ
の
柔
順
を
尊
ぶ
知
恵
を
持
っ
て
未
開
化
の
西
方
へ
と
隠

遁
す
る
こ
と
を
象
徴
し
た
と
い
え
る
。

老
子
以
外
で
、
牛
に
乗
る
仙
人
と
し
て
登
場
す
る
人
物
の
記
録
も
見
え
る
。『
芸

文
類
聚
』
巻
第
九
十
四
﹁
牛
﹂
に
は
、
袁
山
松
の
『
宜
都
山
川
記
』
を
引
用
し
、



五
六

『
太
平
広
記
』
所
収
「
金
牛
」「
銀
牛
」
故
事
考
（
趙
）

以
下
の
よ
う
な
話
を
記
し
て
い
う
。

自
峡
口
泝
江
百
許
里
、
至
黄
牛
灘
南
岸
有
重
山
、
山
頂
上
有
石
壁
。
上
有
人

負
刀
牽
黄
牛
、
人
迹
所
絶
、
莫
得
究
焉
。︵
峡
口
自よ

り
江
を
泝
さ
か
の
ぼる
こ
と
百
里

許
り
、
黄
牛
灘
の
南
岸
に
至
る
に
重
山
有
り
、
山
頂
の
上
に
石
壁
有
り
。
上

に
人
の
刀
を
負
ひ
黄
牛
を
牽
く
有
り
、
人
迹
の
絶
ゆ
る
所
に
し
て
、
究
む
る

を
得
る
こ
と
莫
し

#

。︶

『
宜
都
山
川
記
』
は
、
書
名
の
通
り
宜
都
の
山
川
に
関
す
る
地
理
書
で
あ
り
、

袁
山
松
が
東
晋
の
時
代
に
撰
し
た
。
話
の
概
略
を
記
す
と
、
峡
口
か
ら
川
を
百
里

ほ
ど
遡
り
、
黄
牛
灘
南
岸
に
い
た
る
ま
で
に
山
々
が
幾
重
に
も
連
な
る
。
そ
の
山

の
頂
に
あ
る
石
壁
に
、
刀
を
持
ち
、
黄
牛
を
引
く
人
が
見
え
る
。
険
峻
で
人
跡
の

稀
な
山
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

『
芸
文
類
聚
』
以
外
に
、『
水
経
注
』
に
も
『
宜
都
山
川
記
』
を
引
き
、
少
し
異

な
る
内
容
が
見
え
る
。

江
水
又
東
経
黄
牛
山
、
下
有
灘
、
名
曰
黄
牛
灘
、
南
岸
重
嶺
畳
起
、
最
外
高

崖
間
有
石
、
色
如
人
負
刀
牽
牛
。
人
黒
牛
黄
、
成
就
分
明
。
既
人
跡
所
絶
、

莫
得
究
焉
。︵
江
水
又
東
の
か
た
黄
牛
山
を
経
て
、
下
に
灘
有
り
。
名
づ
け

て
黄
牛
灘
と
曰
ふ
。
南
岸　

重
嶺
畳
起
し
て
、
最
も
外
の
高
崖
の
間
に
石
有

り
、
色
は
人
の
刀
を
負
ひ
て
牛
を
牽
く
が
如
し
。
人
は
黒
く
牛
は
黄き
い
ろく
、
成

就
分
明
す
。
既
に
人
跡
の
絶
ゆ
る
所
に
し
て
、
究
む
る
を
得
る
こ
と
莫
し
。︶

二
つ
の
記
載
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、﹁
人
の
刀
を
負
ひ
て
牛
を
牽
く
﹂

と
い
う
の
は
そ
の
石
壁
、
あ
る
い
は
石
の
形
状
を
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
牛
を
引
く
人
が
山
に
い
る
と
い
う
こ
と
は
偶
然
な
行
為
で
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。﹁
山
﹂
と
い
う
の
は
道
教
を
信
じ
る
人
に
と
っ
て
特
別
な
意
味

が
あ
る
。﹁
仙
山
﹂
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
仙
人
の
い
る
場
所
と
さ
れ
て
、
仙

人
に
な
る
に
は
、
山
で
の
修
行
が
必
要
に
な
る
。
人
跡
の
稀
な
山
の
中
で
隠
者
や

道
士
が
山
の
中
で
修
行
す
る
こ
と
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
話
は
老

子
が
青
牛
に
乗
っ
て
関
を
出
る
話
と
何
か
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

更
に
興
味
深
い
の
は
、
老
子
や
仙
人
が
牛
に
乗
っ
て
山
の
奥
で
姿
を
消
す
と
い

う
記
載
が
、
道
教
の
経
典
か
ら
地
方
の
山
川
や
風
土
を
記
す
地
理
書
で
あ
る
『
関

中
記
』
や
『
宜
都
山
川
記
』
の
中
に
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

地
理
書
が
生
ま
れ
た
六
朝
時
代
と
い
う
の
は
地
理
書
の
非
常
に
盛
ん
な
時
期
で

あ
っ
た
。
当
時
は
戦
乱
が
つ
づ
き
、
社
会
が
不
安
定
な
時
代
で
あ
っ
た
た
め
に
、

中
央
の
権
力
が
分
散
し
、
儒
教
の
中
心
的
な
地
位
が
崩
れ
て
、
仏
教
や
道
教
も

広
く
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
人
々
は
妖
怪
や
動
物
な
ど
の
怪
奇
な
行
動
に
関
心
を
持

ち
、
好
ん
で
語
り
続
け
た
。
老
子
や
仙
人
が
牛
に
乗
る
話
が
神
仙
の
伝
記
類
の
み

な
ら
ず
、
地
理
書
の
『
関
中
記
』
や
『
宜
都
山
川
記
』
に
も
記
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
は
、
知
識
人
が
地
理
書
を
編
集
す
る
際
に
そ
の
道
教
的
知
識
を
、
巧
み
に
入
れ

こ
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。

前
述
の
第
一
章
を
振
り
返
る
と
、﹁
金
牛
﹂
の
田
父
が
牛
と
と
も
に
山
の
中
で

姿
を
消
し
た
と
い
う
の
は
、
こ
の
話
の
伝
承
者
が
﹁
田
父
﹂
を
仙
人
、
あ
る
い
は
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山
の
中
で
修
行
す
る
方
術
の
高
い
道
士
だ
と
認
め
、
そ
の
乗
り
物
の
牛
も
金
糞
を

す
る
霊
性
を
備
え
る
存
在
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。﹁
銀
牛
﹂

の
話
で
は
、
山
の
頂
上
で
姿
が
な
く
な
っ
た
こ
と
も
、
白
牛
が
銀
糞
を
す
る
こ
と

も
そ
の
神
使
で
あ
る
身
分
に
基
づ
く
だ
ろ
う
。﹁
金
牛
﹂
に
し
て
も
、﹁
銀
牛
﹂
に

し
て
も
、
老
子
が
青
牛
に
乗
っ
て
関
を
出
た
伝
説
よ
り
後
の
時
代
に
見
え
、
老
子

の
伝
説
は
﹁
人
が
牛
と
と
も
に
山
に
入
っ
て
姿
を
消
す
﹂
モ
チ
ー
フ
の
先
蹤
と
な

る
。﹁
金
牛
﹂
や
﹁
銀
牛
﹂
の
話
は
、
老
子
の
話
か
ら
示
唆
を
得
て
発
想
さ
れ
た

も
の
に
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

三
、
財
宝
を
も
た
ら
す
牛

次
は
﹁
牛
の
糞
が
金
や
銀
に
化
す
﹂
と
い
う
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

後
漢
の
応
劭
が
著
し
た
『
風
俗
通
義
』
に
、﹁
牛
乃
ち
農
耕
の
本
な
り
、
百
姓

仰
ぐ
所
な
り

$

﹂
と
あ
る
よ
う
に
、
牛
は
農
耕
の
根
本
で
あ
り
、
人
々
が
非
常
に
頼

り
に
し
て
い
た
存
在
で
あ
っ
た
。
更
に
、『
詩
経
』﹁
小
雅
﹂﹁
信
南
山
﹂
の
中
に
﹁
祭

る
に
清
酒
を
以
っ
て
し
、
従し
た
がふ
る
に
騂
牡

%

を
以
っ
て
し
﹂
と
あ
る
よ
う
に
、
神
を

祭
り
、
豊
作
を
祈
る
際
の
犠
牲
で
も
あ
っ
た
。
耕
作
時
に
は
動
力
と
し
て
の
働

き
、
そ
し
て
豊
作
を
祈
る
時
に
は
生
贄
と
し
て
の
存
在
、
い
ず
れ
も
豊
穣
へ
と
つ

な
が
る
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
。
し
か
し
、
牛
が
財
宝
を
も
た
ら
す
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
は
、
ど
の
よ
う
に
発
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

牛
が
財
宝
を
も
た
ら
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
澤
田
瑞
穂
氏
の
『
金
牛
の
鎖
―
中

国
財
宝
譚
―

^

』
に
お
い
て
、
金
牛
に
繋
が
っ
て
い
る
金
鎖
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て

金
持
ち
に
な
る
話

&

や
、
糞
拾
い
の
老
人
が
山
の
中
で
牛
の
尻
か
ら
金
の
糞
を
拾
う

よ
う
な
話
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
致
富
型
財
宝
譚
の
話
を
い
く
つ
か
抄
出
し
紹
介
し
て

い
る

*

。
牛
が
財
宝
を
齎
す
伝
承
の
発
生
に
関
し
て
は
、
澤
田
氏
は
前
掲
書
の
中
で
、

﹁
そ
れ
ら
は
山
の
形
が
臥
し
た
牛
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
た
で
あ
ろ

う
が
、
同
時
に
山
の
神
霊
が
牛
と
考
え
、
ま
た
山
の
宝
の
精
で
も
あ
る
ゆ
え
に
金

の
牛
と
し
た
の
で
あ
る
﹂
と
論
じ
た
が
、
し
か
し
、
牛
が
豊
穣
の
イ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
と
は
い
え
、
牛
の
糞
が
金
に
化
す
モ
チ
ー
フ
に
至
る
所
以
は
必
ず
な
ん
ら
か

の
故
事
に
よ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
文
献
に
求
め
て
み
る
と
、
前
漢
の
揚
雄
が
著
し

た
『
蜀
王
本
紀
』
に
牛
が
金
の
糞
を
す
る
次
の
話
が
見
え
る

(

。

『
蜀
王
本
紀
』
は
現
在
逸
書
と
な
り
、『
芸
文
類
聚
』
巻
九
十
四
と
『
太
平
御
覧
』

巻
九
百
﹁
牛
﹂
下
に
佚
文
を
み
る
こ
と
が
で
き
る

)

。
多
少
字
句
の
異
な
る
記
載
が

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
『
芸
文
類
聚
』
よ
り
抜
粋
し
て
お
く
。

秦
恵
王
欲
伐
蜀
。
乃
刻
五
石
牛
、
置
金
其
後
。
蜀
人
見
之
、
以
為
能
大
便
金
。

牛
下
有
養
卒
、
以
為
此
天
牛
也
、
能
便
金
。
蜀
王
以
為
然
。
即
発
卒
千
人
、

使
五
丁
力
士
拖
牛
成
道
。
致
三
枚
於
成
都
。
秦
得
道
通
、
石
牛
力
也
。
後
遣

丞
相
張
儀
等
隨
石
牛
道
伐
蜀
︵
秦
の
惠
王　

蜀
を
伐
た
ん
と
欲
す
。
乃
ち
五

の
石
牛
を
刻
み
、
金
を
其
の
後
に
置
く
。
蜀
人
之
を
見
て
、
以
為
へ
ら
く
能

く
金
を
大
便
す
と
。
牛
下
に
養
卒
有
り
、
以
為
へ
ら
く
此
れ
天
牛
な
り
、
能

く
金
を
便
す
と
。
蜀
王
以
て
然
り
と
為
す
。
即
ち
卒
千
人
を
発つ
か

は
し
、
五
丁

の
力
士
を
し
て
牛
を
拖ひ

き
て
道
を
成
さ
し
む
。
三
枚
を
成
都
に
致
す
。
秦　

道
の
通
づ
る
を
得
る
は
石
牛
の
力
な
り
。
後　

丞
相
張
儀
等
を
し
て
石
牛
の



五
八

『
太
平
広
記
』
所
収
「
金
牛
」「
銀
牛
」
故
事
考
（
趙
）

道
に
隨
ひ
蜀
を
伐
た
し
む

a

。︶

こ
の
話
の
内
容
を
記
す
と
、
秦
王
は
蜀
を
討
伐
し
よ
う
と
し
、
五
頭
の
石
牛
を

作
り
、
金
を
そ
の
後
ろ
に
置
い
た
。
蜀
の
人
は
こ
れ
を
み
る
と
、
牛
が
金
を
排
便

す
る
の
だ
と
思
っ
た
。
蜀
王
も
そ
う
信
じ
て
、
千
人
の
士
卒
と
五
人
の
力
士
を
遣

わ
し
て
、
五
頭
の
石
牛
を
蜀
に
引
き
入
れ
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
の
三

頭
を
成
都
に
置
い
た
。
李
白
が
詩
句
﹁
蜀
道
之
難
、
難
於
上
青
天
﹂︵
蜀
道
の
難

き
こ
と
、
青
天
に
上
る
よ
り
も
難
し
︶
で
詠
じ
た
よ
う
に
蜀
へ
の
道
の
り
は
非
常

に
峻
険
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
石
牛
を
引
い
て
通
じ
た
道
に
従
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
秦
の
丞
相
の
張
儀
等
は
兵
を
率
い
て
蜀
を
攻
め
た
。

『
蜀
王
本
紀
』
は
歴
代
の
蜀
王
の
伝
記
で
あ
り
、
貪
欲
で
あ
っ
た
た
め
に
国
を

失
っ
て
し
ま
う
と
い
う
教
訓
的
な
意
味
が
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
が
、
よ
り
露
骨
に
蜀

王
の
貪
婪
を
書
い
た
話
が
後
漢
の
桓
譚
の
『
新
論
』
の
佚
文
に
見
え
る
。
清
の
『
春

秋
戦
国
異
辞
』
の
所
引
の
次
の
記
事
で
あ
る
。

蜀
侯
性
貪
。
秦
惠
王
聞
而
欲
伐
之
。
山
澗
峻
嶮
、
兵
路
不
通
。
乃
琢
石
為
牛
、

多
與
金
置
牛
後
、
號
牛
糞
之
金
、
以
遺
蜀
侯
。
蜀
侯
貪
之
、
乃
塹
山
填
谷
、

使
五
丁
力
士
以
迎
石
牛
。
秦
人
帥
師
隨
後
。
而
至
滅
国
亡
身
。︵
蜀
侯　

性

は
貪
な
り
。
秦
の
惠
王
聞
き
て
之
を
伐
た
ん
と
欲
す
。
山
澗　

峻
嶮
に
し
て

兵
路
通
ぜ
ず
。
乃
ち
石
を
琢み

が

き
牛
と
為
し
、
多
く
金
を
與
へ
て
牛
の
後
ろ
に

置
か
し
め
、
牛
糞
の
金
と
號
し
、
以
っ
て
蜀
侯
に
遺
せ
ば
、
蜀
侯　

之
を
貪
む
さ
ぼ

り
、
乃
ち
山
を
塹ほ

り
谷
を
填う
づ
めめ
て
、
五
丁
の
力
士
を
し
て
以
っ
て
石
牛
を
迎

へ
し
む
。
秦
人　

師
を
帥
ゐ
後
に
隨
ふ
。
而
し
て
国
を
滅
ぼ
し
身
を
亡
ぼ
す

に
至
る

b

。︶

こ
の
蜀
王
が
貪
婪
に
よ
っ
て
﹁
滅
国
亡
身
﹂
を
致
し
た
話
が
前
漢
の
『
蜀
王
本

紀
』
に
記
録
さ
れ
、
後
漢
の
『
新
論
』
に
も
ま
た
記
さ
れ
る
。
恐
ら
く
貪
婪
な
君

王
を
風
刺
す
る
と
い
う
趣
旨
で
書
か
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
中
の
﹁
牛
が
金
の
糞

を
排
便
す
る
﹂
モ
チ
ー
フ
が
人
々
の
話
の
種
と
な
り
広
く
伝
え
ら
れ
て
い
た
で
あ

ろ
う
。
こ
の
蜀
王
の
話
は
い
わ
ゆ
る
牛
が
金
糞
を
す
る
モ
チ
ー
フ
の
は
じ
ま
り
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
第
一
章
に
述
べ
た
﹁
金
牛
﹂・﹁
銀
牛
﹂
の
牛
が
金
糞
・

銀
糞
を
す
る
モ
チ
ー
フ
も
こ
の
話
を
源
泉
と
す
る
も
の
だ
ろ
う
。

前
述
の
よ
う
に
、
六
朝
と
い
う
の
は
怪
奇
を
記
す
風
潮
の
盛
ん
で
あ
っ
た
時
代

で
あ
る
の
で
、
地
理
書
も
そ
の
風
潮
の
影
響
下
に
あ
っ
た
。
そ
の
書
き
手
で
あ
る

知
識
人
た
ち
は
身
近
な
山
々
の
山
容
か
ら
連
想
を
豊
富
に
ひ
ろ
げ
、﹁
仙
人
﹂、
仙

人
の
乗
り
物
で
あ
る
﹁
牛
﹂、﹁
金
糞
﹂
を
す
る
﹁
牛
﹂
な
ど
の
要
素
を
巧
み
に
織

り
込
ん
で
﹁
金
牛
﹂
と
い
う
話
譚
を
紡
ぎ
出
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

﹁
金
牛
﹂、﹁
銀
牛
﹂
の
色
に
つ
い
て
少
し
考
え
て
み
よ
う
。﹁
金
牛
﹂
の
話
に
登

場
す
る
牛
が
﹁
赤
牛
﹂
で
あ
る
た
め
に
、
残
し
た
糞
が
金
に
な
り
、﹁
銀
牛
﹂
の

話
に
登
場
す
る
牛
が
白
牛
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
糞
が
金
で
は
な
く
、
銀
に
な
る

の
は
、
牛
の
毛
色
に
よ
る
連
想
と
関
わ
ろ
う
。
ま
た
、
な
ぜ
神
の
使
者
が
白
牛
に

な
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
恐
ら
く
白
牛
が
よ
く
生
贄
と
し
て
奉
げ
ら

れ
る
こ
と
か
ら
発
想
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
で
さ
れ
る
。
晋
の
王
嘉
が
著
し
た
『
拾

遺
記
』﹁
昆
吾
山
﹂
に
﹁
越
王
勾
践
使
工
人
以
白
馬
、
白
牛
、
祀
昆
吾
之
神
﹂︵
越



五
九

『
太
平
広
記
』
所
収
「
金
牛
」「
銀
牛
」
故
事
考
（
趙
）

王
勾
践　

工
人
を
し
て
白
馬
、
白
牛
を
以
っ
て
、
昆
吾
の
神
を
祀
ら
し
む
︶
と
あ

る
よ
う
に
、
白
馬
、
白
牛
が
神
へ
の
生
贄
と
し
て
奉
げ
ら
れ
た
こ
と
が
見
え
る
。

﹁
銀
牛
﹂
の
話
に
お
い
て
、
北
海
の
神
使
は
そ
の
神
使
の
身
分
を
持
つ
ゆ
え
に
神

へ
の
生
贄
と
さ
れ
る
白
牛
に
乗
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。﹁
銀
牛
﹂
の
話
は
六
朝

の
後
の
唐
代
に
生
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
時
代
を
先
行
す
る
﹁
金
牛
﹂
の
話
か
ら
示

唆
を
得
て
発
想
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。

終
わ
り
に

以
上
﹁
金
牛
﹂・﹁
銀
牛
﹂
に
現
れ
た
﹁
人
が
牛
と
と
も
に
山
に
入
っ
て
姿
を
消

す
﹂
と
﹁
牛
の
糞
が
金
や
銀
な
ど
の
財
宝
に
化
す
﹂
と
い
う
二
つ
の
モ
チ
ー
フ
を

め
ぐ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
源
泉
と
思
わ
れ
る
話
を
探
り
、﹁
金
牛
﹂・
﹁
銀
牛
﹂
の
話

型
に
い
た
る
ま
で
の
道
の
り
を
考
え
て
き
た
。

老
子
が
青
牛
に
乗
っ
て
関
を
後
に
し
た
相
承
が
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ
て
潤
色

改
変
さ
れ
て
、
老
子
は
不
老
不
死
の
仙
人
と
し
て
神
格
化
さ
れ
た
。
平
凡
な
存
在

で
あ
っ
た
牛
は
伝
承
の
中
で
聖
人
老
子
の
乗
り
物
と
し
て
確
か
な
位
置
を
も
っ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
を
仙
人
へ
の
道
に
導
く
霊
性
を
そ
な
え
る
存
在
に
な
っ

た
。
老
子
が
牛
に
乗
っ
て
函
谷
関
を
後
に
し
た
と
い
う
伝
承
が
『
列
仙
伝
』
な
ど

の
道
教
の
経
典
に
記
載
さ
れ
、
ま
た
『
関
中
記
』
な
ど
の
地
理
書
に
も
採
録
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
老
子
伝
説
が
広
く
人
々
に
伝
え
ら
れ
浸
透
し
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

『
蜀
王
本
紀
』
や
『
新
論
』
所
収
の
記
事
は
、
貪
婪
に
よ
っ
て
﹁
滅
国
亡
身
﹂

し
た
蜀
王
を
風
刺
す
る
意
図
で
書
か
れ
た
が
、
故
事
の
中
の
牛
が
金
の
糞
を
排
便

す
る
モ
チ
ー
フ
が
、
人
々
に
興
味
を
持
た
れ
て
、
蜀
の
国
︵
今
の
四
川
省
地
域
︶

や
秦
の
国
︵
今
の
陜
西
省
周
辺
︶
に
広
く
知
ら
れ
て
い
た
と
も
思
わ
れ
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
戦
乱
が
つ
づ
き
社
会
的
不
安
定
で
あ
っ
た
六
朝
時
代
に
は
、

怪
異
を
志し
る

す
風
潮
が
高
ま
り
、
当
時
の
地
理
書
も
そ
の
風
潮
に
染
め
ら
れ
、
山
川

や
風
土
を
記
す
際
に
奇
想
天
外
な
故
事
を
多
く
記
載
す
る
傾
向
が
窺
え
る
。
地
理

書
の
書
き
手
で
あ
る
知
識
人
が
そ
の
身
辺
の
山
川
を
描
写
す
る
時
に
そ
の
知
識
の

基
盤
下
に
あ
る
道
教
的
な
神
霊
に
関
わ
る
要
素
を
取
り
入
れ
る
可
能
性
が
少
な
く

な
い
と
思
わ
れ
る
。

地
理
書
の
『
湘
中
記
』
に
収
載
さ
れ
る
﹁
金
牛
﹂
の
話
は
、
神
仙
説
話
と
致
富

型
財
宝
譚
と
い
う
二
つ
の
モ
チ
ー
フ
を
持
っ
て
い
る
。
老
子
や
仙
人
が
牛
と
と
も

に
姿
を
消
す
モ
チ
ー
フ
を
吸
収
し
、
そ
の
地
域
に
伝
わ
る
牛
が
金
の
糞
を
排
便
す

る
モ
チ
ー
フ
を
撮
合
し
て
新
た
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
仙
人
に

関
す
る
伝
説
の
変
奏
も
し
く
は
敷
衍
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。﹁
銀
牛
﹂
の
話

は
、
普
通
の
人
間
で
は
な
く
、
神
の
使
者
が
直
接
登
場
し
て
く
る
が
、﹁
金
牛
﹂

と
類
似
す
る
モ
チ
ー
フ
を
持
ち
、
そ
し
て
﹁
金
牛
﹂
の
話
が
で
き
た
後
の
時
代
に

見
ら
れ
る
。﹁
金
牛
﹂
の
話
か
ら
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
発
想
さ
れ
た

も
の
で
、
か
く
て
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る
話
容
が
誕
生
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

注1

　

 
人
民
文
学
出
版
社
一
九
五
九
年
刊
の
『
太
平
広
記
』
を
参
照
し
訓
読
。

　

2

　

 『
酉
陽
雑
俎
』
の
記
載
に
は
『
太
平
広
記
』
と
多
少
異
な
る
字
句
が
あ
る
。
明
の

毛
晋
校
注
の
『
酉
陽
雑
爼
』︵『
津
逮
秘
書
』
本
︶
に
依
り
、
以
下
に
引
用
す
る
。
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銀
牛
」
故
事
考
（
趙
）

訓
読
は
、『
和
刻
本
漢
籍
随
筆
集
』︵
古
典
研
究
会
、
一
九
七
三
年
︶
第
六
集
に
収

め
ら
れ
た
『
酉
陽
雑
爼
』
に
附
し
た
訓
点
を
参
照
し
た
が
、
私
意
に
よ
り
改
め
た

と
こ
ろ
も
あ
る
。

 

　
  

太
原
県
北
有
銀
牛
山
。
漢
建
武
二
十
一
年
、
有
人
騎
白
牛
蹊
人
田
。
田
父
訶
詰
之
。

乃
曰
、
吾
北
海
使
、
將
看
天
子
登
封
。
遂
乗
牛
上
山
。
田
父
尋
至
山
上
。
唯
見

牛
跡
。
遺
糞
皆
為
銀
也
。
明
年
世
祖
封
禅
。︵
太
原
県
の
北
に
銀
牛
山
有
り
。
漢

建
武
二
十
四
年
に
人
有
り
、
白
牛
に
騎
り
人
の
田
を
蹊わ
た

る
。
父　

之
れ
を
訶
詰

す
。
乃
ち
曰
く
、﹁
吾　

北
海
の
使
な
り
、
將
に
天
子
の
登
封
を
看
ん
と
す
﹂
と
。

遂
に
牛
に
乗
り
山
に
上の
ぼ

る
。
田
父
尋
い
で
山
上
に
至
れ
ば
、
唯
だ
牛
の
跡
を
見

る
の
み
。
遺
す
糞　

皆
銀
と
為
る
な
り
。
明
年　

世
祖　

封
禅
す
。

　

3

　

 

訳
文
は
東
洋
文
庫
三
九
七
、
今
村
与
志
雄
訳
注
『
酉
陽
雑
爼
』
を
参
照
。

　

4

　

 

地
誌
・
地
記
と
も
い
う
。
あ
る
地
域
に
つ
い
て
国
土
・
山
川
・
古
跡
・
風
俗
・
物

産
な
ど
を
記
す
書
物
で
あ
る
。

　

5

　

 

中
華
書
局
一
九
八
二
年
発
行
す
る
『
史
記
』
を
参
照
し
訓
読
。
字
体
は
原
則
と
し

て
参
考
図
書
に
準
じ
て
作
っ
た
。
以
後
の
項
目
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。

　

6

　

 『
史
記
』﹁
老
子
韓
非
列
伝
﹂
第
三
に
よ
れ
ば
、
老
子
は
﹁
周
守
蔵
室
之
史
也
﹂︵
周

の
守
蔵
室
の
史
な
り
︶
と
あ
る
。

　

7

　

 

こ
の
﹁
関
﹂
と
い
う
の
は
中
華
書
局
一
九
八
二
年
に
発
行
す
る
『
史
記
』
の
注
に

よ
る
と
、
散
関
或
い
は
函
谷
関
を
指
す
。
散
関
は
今
の
陜
西
省
宝
鶏
市
に
位
置
し
、

函
谷
関
は
今
の
河
南
省
霊
宝
市
北
に
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
河
南
省
か
ら
西

の
ほ
う
へ
向
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

8

　

 

商
務
印
書
館
一
九
三
六
年
発
行
す
る
『
列
仙
伝
』
を
参
照
し
訓
読
。

　

9

　

 

テ
キ
ス
ト
は
中
華
書
局
一
九
八
〇
年
刊
行
の
『
太
平
御
覧
』
を
参
照
。

　

0

　

 

福
井
康
順
、
明
徳
出
版
社
、
一
九
八
三
年
。

　

!

　

 

テ
キ
ス
ト
は
中
華
書
局
一
九
八
〇
年
刊
の
『
太
平
御
覧
』
を
参
照
。

　

@

　

 『
中
華
文
化
論
壇
』
一
九
九
七
年
第
二
期
。
筆
者
が
中
国
語
を
日
本
語
に
訳
し

引
用
。

　

#

　

 

中
華
書
局
一
九
六
五
年
に
刊
行
す
る
『
芸
文
類
聚
』
を
使
用
。

　

$

　

 『
太
平
御
覧
』
巻
八
百
七
十
三
休
徴
部
が
『
風
俗
通
義
』
を
引
い
て
﹁
牛
乃
農
耕

之
本
、
百
姓
所
仰
、
為
用
最
大
、
国
家
之
為
強
弱
也
﹂
と
あ
る
。

　

%

　

 ﹁
騂
牡
﹂
は
赤
い
雄
の
牛
を
い
う
。

　

^

　

 

平
凡
社
選
書
・
八
三
、
一
九
八
三
年
。

　

&

　

 

そ
の
一
例
を
『
金
牛
の
鎖
―
中
国
財
宝
譚
―
』
よ
り
引
用
し
て
お
く
。

 

儲ち
ょ
た
ん潭
は
東
晋
の
咸
和
二
年
に
刺
史
の
朱
偉
が
つ
く
っ
た
。
漁
夫
が
こ
の
潭
で
釣
り

を
し
て
、
金
の
鎖
を
得
た
。
数
百
丈
も
船
に
引
き
上
げ
る
と
、
突
如
一
物
が
鎖
に

伴
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
そ
の
形
は
水
牛
の
ご
と
く
、
眼
が
赤
く
角
が
白
い
。
人
影

を
見
て
驚
き
、
鎖
を
曳
い
て
逃
げ
る
。
漁
夫
は
刀
で
数
尺
を
得
た
。︵『
漢
唐
地
理

書
鈔
』
引
顧
野
王
『
輿
地
志
』︶

　

*

　

 

澤
田
氏
は
、﹁
山
の
金
牛
に
は
金
の
糞
を
得
る
話
が
あ
り
、
水
中
の
金
牛
に
は
金

の
鎖
の
話
が
附
い
て
い
る
﹂
と
指
摘
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、﹁
金
牛
﹂﹁
銀
牛
﹂

話
譚
に
出
て
く
る
牛
の
糞
が
金
や
銀
に
化
し
た
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
中
心
に
見
て

い
く
た
め
に
金
鎖
の
話
に
は
今
回
は
触
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

　

(

　

 

南
方
熊
楠
氏
『
十
二
支
考
』・
﹁
馬
に
関
す
る
民
俗
と
伝
説
﹂
に
『
大
清
一
統
志
』

巻
二
百
二
十
二
か
ら
『
金
牛
』
の
話
を
抄
出
し
、
更
に
同
書
の
二
百
四
十
巻
に
こ

の
﹁
蜀
王
﹂
の
話
を
紹
介
し
た
が
、
二
者
の
初
出
や
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
論
じ

て
い
な
い
。
更
に
、
金
関
丈
夫
氏
『
木
馬
と
石
牛
―
民
族
学
の
周
辺
』﹁
木
馬
と

石
牛
﹂
は
、
蜀
王
の
説
話
と
﹁
ト
ロ
ヤ
の
木
馬
﹂
説
話
と
の
類
似
性
を
指
摘
し
た
。

本
稿
の
主
旨
は
、
蜀
王
説
話
の
形
成
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は
紹

介
に
と
ど
め
る
。

　

)

　

 『
太
平
御
覧
』
の
テ
キ
ス
ト
は
左
記
の
よ
う
で
あ
る
。

 
 

秦
恵
王
欲
伐
蜀
。
乃
刻
五
石
牛
、
置
金
其
後
。
蜀
人
見
之
以
為
牛
能
大
便
金
。
蜀

王
以
為
然
。
即
発
卒
千
人
使
五
丁
力
士
拖
牛
成
道
、
致
三
枚
於
成
都
。
秦
道
得
石

牛
力
也
。
後
遣
丞
相
張
儀
等
隨
石
牛
道
伐
蜀
也
︵
秦
恵
王　

蜀
を
伐
た
ん
と
欲
す
。

乃
ち
五
の
石
牛
を
刻
み
、
金
を
其
の
後
に
置
く
。
蜀
人
之
を
見
て
、
以
為
へ
ら
く

牛
能
く
金
を
大
便
す
と
。
蜀
王
以
て
然
り
と
為
す
。
即
ち
卒
千
人
を
発つ
か

は
し
、
五

丁
の
力
士
を
し
て
牛
を
拖ひ

き
て
道
と
成
さ
し
め
、
三
枚
を
成
都
に
致
す
。
秦
道
は

石
牛
の
力
を
得
る
な
り
。
後　

丞
相
張
儀
等
を
し
て
石
牛
の
道
に
隨
ひ
蜀
を
伐
た

し
む
る
な
り
。︶

　

a

　

 

中
華
書
局
一
九
六
五
年
に
刊
行
す
る
『
芸
文
類
聚
』
に
よ
る
。

　

b

　

 『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
に
所
収
の
『
春
秋
戦
国
異
辞
』
に
よ
る
。


